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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第10期

第２四半期累計期間
第11期

第２四半期累計期間
第10期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 626,830 633,213 1,378,186

経常損失(△) (千円) △99,961 △51,408 △70,049

四半期(当期)純損失(△) (千円) △128,803 △52,140 △259,651

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 412,755 427,755 412,755

発行済株式総数 (株) 1,596,000 1,614,750 1,596,000

純資産額 (千円) 1,175,047 1,021,992 1,044,133

総資産額 (千円) 1,424,438 1,302,398 1,369,869

１株当たり四半期(当期)純損失金額
(△)

(円) △80.70 △32.56 △162.69

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － －

自己資本比率 (％) 82.5 78.5 76.2

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) △21,503 △18,498 △38,518

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △29,657 18,859 △84,593

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) － △800 △66

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(千円) 622,750 550,294 550,733
 

 

回次
第10期

第２四半期会計期間
第11期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は１
株当たり四半期純損失金額(△)

(円) △43.77 13.03
 

(注) １. 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４. 第10期第２四半期累計期間、第10期及び第11期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善が見られ、景気は緩やかな回復基調が

続いております。

住宅業界におきましては、新設住宅着工戸数全体としてはおおむね横ばいの状況にありましたが、特に持家の着

工は前年同期に比べ減少し、弱含みの傾向のもと推移いたしました。

 当社はこのような状況の中、ホームページにおける顧客サービスサイトの機能を引き続き拡充し、有益な建築デ

ザインコンテンツを配信しサイトの価値向上を図ることでウェブユーザーへの需要喚起と新規アカデミー会員の獲

得を推進いたしました。また、従来型サプライチェーン（加盟スタジオによる会員獲得から工事請負契約の受注に

至るサプライチェーン）の成長鈍化傾向を補強すべく、当社建築家情報空間「ASJ CELL」における著名建築家作品

展示会及びセミナー来場者や提携先等の紹介によって獲得した富裕層を中心としたアカデミー会員への直接的な働

きかけにより顧客満足度を高め、登録建築家とパートナー建設会社の受注促進に寄与することで収益の向上を図っ

てまいりました。

これらの諸施策の結果、従来型サプライチェーンの主要業績評価項目の改善には課題が残ったものの、新規サプ

ライチェーン（当社による会員獲得からパートナー建設会社へ工事請負契約の受注機会を促進するサプライチェー

ン）からのロイヤリティ収入が前年同期比で改善し、従来型サプライチェーンの収益減少を補いました。

以上の結果、当第２四半期累計期間における売上高は633,213千円(前年同四半期比1.0％増)となりました。一

方、当社では、加盟建設会社の倒産等により工事の継続が不能となった場合において、当社保証約款に基づき当該

物件の完成・引渡しにかかる費用の一部を当社が保証するサービスを提供しておりますが、当該保証サービスの発

生額並びに将来の損失に備えるため、工事完成保証損失引当金繰入額44,678千円を販売費及び一般管理費に計上い

たしました。この結果、損益面については、営業損失は69,557千円(前年同四半期営業損失100,122千円)、経常損失

は51,408千円(前年同四半期経常損失99,961千円)となり、四半期純損失は52,140千円(前年同四半期純損失128,803

千円)となりました。

なお、当社はＡＳＪ建築家ネットワーク事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しており

ます。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末における総資産は1,302,398千円となり、前事業年度末と比べて67,470千円減少いたしま

した。

流動資産は前事業年度末に比べ、104,935千円減少し、947,453千円となりました。これは主に売掛金の減少

72,123千円、未収入金の減少85,752千円、貸倒引当金の減少35,821千円、その他資産の増加16,020千円等によるも

のであります。

固定資産は前事業年度末に比べ、37,465千円増加し、354,945千円となりました。これは主にソフトウエア仮勘定

の増加27,724千円、投資その他資産の増加21,886千円等によるものであります。

負債合計は280,406千円となり、前事業年度末と比べて45,329千円減少いたしました。

流動負債は前事業年度末に比べ、45,329千円減少し、280,406千円となりました。これは主に未払金の減少54,803

千円、工事完成保証損失引当金の増加7,996千円等によるものであります。

純資産は1,021,992千円となり、前事業年度末と比べて22,140千円減少いたしました。これは四半期純損失52,140

千円、に加え資本金の増加15,000千円、資本剰余金の増加15,000千円を計上したことによるものであります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ、439

千円減少し550,294千円となりました。

各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金の減少は18,498千円（前年同四半期は21,503千円の減少）となりました。これは主に、減価

償却費12,549千円、売上債権の減少額78,651千円、未収入金の減少額63,626千円等の収入要因のほか、税引前四半

期純損失51,408千円、未払金の減少額68,187千円、貸倒引当金の減少額30,065千円等の支出要因によるものであり

ます。　

 
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金の増加は18,859千円（前年同四半期は29,657千円の減少）となりました。これは主に、保険

積立金の解約による収入43,810千円、差入保証金の回収による収入22,126千円等の収入要因のほか、長期前払費用

の取得による支出34,723千円、無形固定資産の取得による支出13,870千円等の支出要因によるものであります。　

 
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金の減少は800千円（前年同四半期は－千円）となりました。これは主に、株式の発行による支

出800千円によるものであります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

(6) 主要な設備

当第２四半期累計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,800,000

計 4,800,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,614,750 1,614,750
東京証券取引所
(マザーズ)

単元株式数は100株
であります。

計 1,614,750 1,614,750 ― ―
 

(注) １. 発行済株式のうち、20,000株は現物出資（投資有価証券 20千円）によるものであり、18,750株は現物

出　　　資（金銭報酬債権及び金銭債権30,000千円）によるものであります。

２. 完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成29年８月10日（注） 18,750 1,614,750 15,000 427,755 15,000 426,685

 

（注）譲渡制限付株式報酬としての有償第三者割当増資

　　　　募集株式の払込金額　１株につき1,600円

　　　　払込金額の総額　　　30,000,000円

　　　　出資の履行方法　　　金銭報酬債権及び金銭債権の現物出資による

　　　　増加する資本金及び資本準備金　　資本金15,000,000円、資本準備金15,000,000円

　　　　割当先　　　　　　　社外取締役を除く取締役２名及び執行役員１名

　　　　譲渡制限期間　　　　取締役　　平成29年８月10日～平成31年８月９日

　　　　　　　　　　　　　　執行役員　平成29年８月10日～平成32年８月９日
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(6) 【大株主の状況】

平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

丸山　雄平 東京都大田区 458,500 28.39

溝江　昭男 福岡市中央区 386,300 23.92

中谷　宅雄 大阪府松原市 105,200 6.51

株式会社ピュア・クリエイト 東京都大田区久が原３丁目９-２ 78,500 4.86

溝江　弘 福岡市中央区 67,800 4.19

溝江　将光 福岡市中央区 40,800 2.52

ＡＳＪ従業員持株会 大阪市北区堂山町３番３号 40,100 2.48

高橋　恒夫 東京都東村山市 40,000 2.47

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４番地 38,200 2.36

エムスリー株式会社 東京都港区赤坂１丁目11番44号 20,000 1.23

計 ― 1,275,400 78.98
 

(注)　平成27年６月24日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書(変更報告書)において、中谷宅雄氏が平成27

年６月17日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当第２四半期会計期間末

における実質所有株式数の確認ができませんので、上記の大株主の状況は株主名簿に基づいて記載しておりま

す。

なお、大量保有報告書(変更報告書)の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(株)
株券等保有割合

(％)

中谷　宅雄 大阪府松原市 150,600 9.32
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,614,300 16,143
権利関係に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あります。

単元未満株式
普通株式 　　　450
　 　

― ―

発行済株式総数 1,614,750 ― ―

総株主の議決権 ― 16,143 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成29年９月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合(％)

（自己保有株
式）　　　ア－キテク
ツ・スタジオ・ジャパ

ン株式会社

東京都港区浜松町二丁目
７番５号

― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

　（注）上記の他に単元未満株式の買取請求による自己株式42株を所有しております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号) に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間 (平成29年７月１日から平成29年

９月30日まで) 及び第２四半期累計期間 (平成29年４月１日から平成29年９月30日まで) に係る四半期財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３ 四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 550,733 550,294

  売掛金 308,619 236,495

  商品 4,126 5,665

  未収入金 186,327 100,575

  その他 55,394 71,415

  貸倒引当金 △52,813 △16,991

  流動資産合計 1,052,389 947,453

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 110,760 105,803

   工具、器具及び備品（純額） 3,421 2,779

   有形固定資産合計 114,182 108,583

  無形固定資産   

   ソフトウエア 41,341 34,793

   ソフトウエア仮勘定 6,729 34,454

   無形固定資産合計 48,070 69,248

  投資その他の資産   

   差入保証金 114,616 112,041

   その他 59,172 89,389

   貸倒引当金 △18,561 △24,316

   投資その他の資産合計 155,227 177,114

  固定資産合計 317,480 354,945

 資産合計 1,369,869 1,302,398

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 22,942 28,935

  未払金 212,674 157,870

  未払法人税等 6,870 4,667

  賞与引当金 3,325 3,284

  工事完成保証損失引当金 － 7,996

  その他 79,923 77,652

  流動負債合計 325,736 280,406

 負債合計 325,736 280,406

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 412,755 427,755

  資本剰余金 411,685 426,685

  利益剰余金 219,759 167,619

  自己株式 △66 △66

  株主資本合計 1,044,133 1,021,992

 純資産合計 1,044,133 1,021,992

負債純資産合計 1,369,869 1,302,398
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 626,830 633,213

売上原価 120,778 102,981

売上総利益 506,052 530,231

販売費及び一般管理費 ※  606,175 ※  599,789

営業損失（△） △100,122 △69,557

営業外収益   

 受取利息 137 148

 保険返戻金 － 18,789

 その他 24 11

 営業外収益合計 161 18,948

営業外費用   

 株式交付費 － 800

 営業外費用合計 － 800

経常損失（△） △99,961 △51,408

特別損失   

 減損損失 27,946 －

 特別損失合計 27,946 －

税引前四半期純損失（△） △127,907 △51,408

法人税、住民税及び事業税 896 732

法人税等合計 896 732

四半期純損失（△） △128,803 △52,140
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
 (自  平成28年４月１日
   至  平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
 (自  平成29年４月１日
   至  平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純損失（△） △127,907 △51,408

 減価償却費 22,355 12,549

 減損損失 27,946 －

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 926 △30,065

 売上債権の増減額（△は増加） 44,890 78,651

 仕入債務の増減額（△は減少） 7,368 5,993

 受取利息 △137 △148

 保険返戻金 － △18,789

 未収入金の増減額（△は増加） 54,631 63,626

 未払金の増減額（△は減少） △63,629 △68,187

 工事完成保証損失引当金の増減額（△は減少） △7,606 7,996

 その他 20,363 △17,181

 小計 △20,797 △16,963

 利息及び配当金の受取額 110 121

 法人税等の支払額 △816 △1,656

 営業活動によるキャッシュ・フロー △21,503 △18,498

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △20,337 △403

 貸付金の回収による収入 8,000 4,500

 無形固定資産の取得による支出 △13,242 △13,870

 差入保証金の差入による支出 △1,310 －

 差入保証金の回収による収入 － 22,126

 従業員に対する貸付けによる支出 △1,000 △5,680

 従業員に対する貸付金の回収による収入 1,839 3,099

 保険積立金の解約による収入 － 43,810

 長期前払費用の取得による支出 △3,026 △34,723

 その他 △580 －

 投資活動によるキャッシュ・フロー △29,657 18,859

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 株式の発行による支出 － △800

 財務活動によるキャッシュ・フロー － △800

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △51,161 △439

現金及び現金同等物の期首残高 673,912 550,733

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  622,750 ※  550,294
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【注記事項】

(四半期損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

(自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日)

給料手当 173,895千円 171,410千円

工事完成保証損失引当金繰入額 －千円 44,678千円

賞与引当金繰入額 3,438千円 3,284千円

貸倒引当金繰入額 1,085千円 △5,435千円
 

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであ

ります。

 
前第２四半期累計期間

(自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日)

現金及び預金勘定 622,750千円 550,294千円

現金及び現金同等物 622,750千円 550,294千円
 

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、ＡＳＪ建築家ネットワーク事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間

(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △80円70銭 △32円56銭

 (算定上の基礎)   

 四半期純損失金額(△) (千円) △128,803 △52,140

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純損失金額(△) (千円) △128,803 △52,140

 普通株式の期中平均株式数(株) 1,596,000 1,601,285
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
平成29年11月13日

アーキテクツ・スタジオ・ジャパン株式会社

 取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   淺　　野　　禎　　彦  ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   余 　野 　憲   司  ㊞

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアーキテクツ・

スタジオ・ジャパン株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第11期事業年度の第２四半期会計期間

（平成29年７月１日から平成29年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日ま

で）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アーキテクツ・スタジオ・ジャパン株式会社の平成29年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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